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（１）第３期区民会議の検討概要

各委員から提案された取組内容を整理し、全体会にお
いて第２期からの継続テーマと、第３期からの新規テー
マを選定した。

新規・継続テーマの案の内容を勘案し、２つの部会を
設定し、本部会（B部会）においては「夢見ヶ崎公園の魅
力発信に関するソフト的取組」を継続テーマとした。

１）継続テーマの選定

3

（１）第３期区民会議の検討概要

２）新規テーマの選定

新規テーマは、提案された複数のテーマについて部会
で検討を行い、以下の２つのテーマに絞り込んだ。
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（１）第３期区民会議の検討概要

（主な検討内容）
・高齢者とコミュニティは密接に関係しており、同時に取

り組んでいけばよい。
・困っている高齢者の現状を把握するために、まずは調査

をすることが大事である。
・困っている高齢者の問題は、まさに時のテーマである。
・コミュニティの拠点づくりには、人が集まる仕掛けづく

りも重要である。

新規テーマは２つを設定したが、同時に検討していくこ
ととした。特に「地域における弱者のサポート」と「交流の
場づくり」を中心に取組を検討してきた。

２）新規テーマの選定

5

（１）第３期区民会議の検討概要

３）部会の体制

当初B部会として発足したが、取組の具体的内容があ
る程度固まった段階で正式な部会名を「安心・思いやり
部会」に決定した。

また、部会長・副部会長は委員の互選により、以下
の両名に決定した。

・部会長：土倉委員／副部会長：神谷（美）委員

6
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（２）具体的な取組内容の検討

①救急医療情報キットの幸区版

②高齢者（特に独居）の実態調査

③高齢者を対象とした交流の場づくり

１）新規テーマの具体的な検討

検討の中で、２つの新規テーマは「高齢者のサポート
体制と地域コミュニティ」へと１つに融合され、具体的な
取組項目として主に以下の３つが検討されてきた。

7

（２）具体的な取組内容の検討

１）新規テーマの具体的な検討

東京都港区などで導入されている「救急医療情報キッ
ト」の幸区版を作成し、独居の高齢者等に配布すること
を検討した。

①救急医療情報キットの幸区版

コスト削減のため、空きペットボト
ルの活用などの方策も検討したが、
「個人情報保護の問題」がネックと
なり、配布したい世帯の抽出がで
きないことなどから、実現が難しい
という結果となった。

図．救急医療情報キット（港区）
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（２）具体的な取組内容の検討

１）新規テーマの具体的な検討

何らかの施策を検討する上で、「まずは独居高齢者な
どの実態を知ることが大事」という議論が高まり、実態
調査の実施を検討した。

検討の中では、川崎市や幸区など既存の調査結果の
レビューや高齢者を担当する課との意見交換、地区の
民生委員側の意見把握なども行った。

独居やそれを支援する方々へのアンケートなども検討
したが、個人情報保護の問題から実施が難しいことが
わかった。そのため、意見交換会などを行い、参加者へ
の意見把握やアンケート調査をしていくことを検討した。

②高齢者（特に独居）の実態調査

9

（２）具体的な取組内容の検討

（アンケート実施の流れ） （アンケート調査票・案）

②高齢者（特に独居）の実態調査
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（２）具体的な取組内容の検討

１）新規テーマの具体的な検討

重点項目として「高齢者を対象とした交流の場づくり」
についての検討を行ってきた。当初は、落語などのイベ
ントの実施を想定していた。アンケート等実態調査の実
施ができなかったことから、困りごとなどを聞きながら実
態把握もしていくことを想定し、内容を検討してきた。

③高齢者を対象とした交流の場づくり

項目 詳細

参加者 ・独居などの高齢者、これらの人を「引っ張り出す」元気な人

メインイベント ・落語、囲碁、カラオケ、手芸・工作、軽い運動など

実態の
把握

・簡易なアンケートの実施

・「困っていること」を話し合うワークショップの開催 など

交流イベント ・食事会などの開催

場所 ・老人いこいの家などの公共施設
11

（２）具体的な取組内容の検討

2カ年の検討の中で、東日本大震災が発生したことか
ら、本テーマの取組内容についても、内容を見直してい
くべきであるとの意見が出てきた。

検討の結果、震災をテーマとして高齢者層の困りごと
を話合うシンポジウムを開催することとなりました。

③高齢者を対象とした交流の場づくり

（シンポジウムの実施概要）

・「震災」をテーマに、高齢者層の「困りごと」を話し
合う意見交換会を実施する

・前段では、防災への意識を高めるため、川崎市危
機管理室による「ぼうさい出前講座」を併せて実施
する

12
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（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

（シンポジウム実施の背景や意義）

・東日本大震災が発生し、地域による支え合いである「共助」へ
の意識が高まりつつある。

・被災地では、厳しい生活を余儀なくされている方が多いが、そ
うした苦しい状況の中で「地域の中で支え合いが活発に行われ、
地域コミュニティが活発化している」「新たな交流の場が生まれ
ている」という事例もある。

・苦しい状況の中でも支え合いができるのは「日頃から地域の
中で自然な交流が行われ、交流の場があった」ことが大きい。

・今回の震災を契機として、地震や防災についての知識や意識
を高めつつ、地域コミュニティの役割を見直していくこと、そのた
めの交流の場づくりのあり方を検討することは意義がある。

13

（２）具体的な取組内容の検討

シンポジウムは南河原・御幸・日吉の３地区での実施とすること
を決定。部会では、「まずはやってみることが大事」との認識が高
まり、プレシンポジウムとして南河原地区で第一弾を実施すること
となった。

プレシンポジウムでは、全体のテーマと意見交換会のテーマを
分けて設定した。

③高齢者を対象とした交流の場づくり

全体のテーマ

いざという時のために役に立つ地域における防災
対策出前講座

～お年寄りなどを見守り、ふれあいを通して地域
の支え合い活動を活発化させるには～

意見交換会のテーマ

①震災当日に「困った」こと
②震災当日に「助かった、安心した」こと
③地域で協力し合えること（共助）
④行政に望むこと（公助）

○プレシンポジウムの実施（テーマの設定）

14
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（２）具体的な取組内容の検討

プレシンポジウムは、平成23年12月2日（金）10時から約1時間
半の実施とした。当日は、ぼうさい出前講座以外の部分について
は、区民会議委員が主導的な役割を担う形で実施した。

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○プレシンポジウムの実施（当日の実施概要）

項目 時間

開会 10：00

第一部 ぼうさい出前講座 10：05～10：45

休憩 10：45～10：55

第二部

意見交換会 10：55～11：25

テーマ１「震災当日困ったこと」 （15分）

テーマ２「震災当日助かったこと（共助）」 （10分）

テーマ３「地域の交流を促す、場づくりの
ために」

（5分）

閉会 11：25
15

（２）具体的な取組内容の検討
③高齢者を対象とした交流の場づくり

○プレシンポジウムの実施（当日の様子）

16
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（２）具体的な取組内容の検討
③高齢者を対象とした交流の場づくり

○プレシンポジウムの実施（当日の様子）

17

（２）具体的な取組内容の検討
③高齢者を対象とした交流の場づくり

○プレシンポジウムの実施（アンケートの結果）
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1.交流の場づくり

2.イベント実施

3.地域で話合う機会を増やす

4.広く参加を呼び掛ける

5.行政のバックアップ

6.その他

プレシンポジウムでは、参加者約40名のうち、20名の方にご協
力頂き、アンケート調査を実施した。「地域が弱者を見守り、支え
合い活動を活発化させるため」に必要なこととして、「交流の場づ
くり」が6割を越え、最もニーズが高いという結果を得た。

18
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（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり
○プレシンポジウムの実施（意見交換会の主な結果）

意見交換会では、特に「共助」に関し、主に次のような意見や感
想が出された。

•小さな子供を連れた自分の息子が都心で被災したが、自分
は運転ができないので近所の方が車を運転してくれた。
•地震発生時、家に独りでおり、どうしていいかわからなったの
で家の畑に出たら、近所の人も「入れて」と避難してきた。不安
が薄れ、安心できた。
•独り暮らしのおばあさんの話だが、震災時に広域避難所であ
る学校に行った際、自分では得られない情報や周りの人がい
たことで安心した。
•「共助」の妨げになるのが個人情報保護。ごく近所の家のこと
しかわからない。個々人の繋がりだけでは限界がある。

19

（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり
○シンポジウムの実施（プレシンポジウムの反省点）

プレシンポジウムを実施した反省点・課題として次のような点が
挙げられた。この点を踏まえ、シンポジウムの内容を見直した。

・発表形式だと、参加者数が多くても1人しか発表できず、多く
の意見が把握できない
・参加者層大半が同居家族有の世帯で「困った」と感じる人が
少なく、困りごとの種類も、独居者など弱者層が抱える問題と
は少し異なる
・「場づくり」の議論の時間が特に短く、参加者が趣旨を理解す
る前に議論の時間が終わってしまった

20



2012/3/29

11

（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり
○シンポジウムの実施（プレシンポジウムの反省点）

プレシンポジウムを実施した反省点・改良点を部会で検討し、シ
ンポジウムでは主に次の変更を加えた。

１．テーマの変更
・「困ったこと」をベースに話を拡げるよりは、「地域のコミュニ
ティや場づくり」という、皆が共有できるテーマに絞り、時間を
多く割く。
２．意見把握方法の変更
・発表形式から、複数班に分かれた「ワークショップ形式」に変
え、参加者全員の意見を把握できるようにする。
・ワークショップでは、区民会議委員が司会を行い、参加者か
ら意見をうまく引き出す。

21

（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり
○シンポジウムの実施（御幸・日吉地区での実施概要）

シンポジウムは、御幸地区・日吉地区で各１回実施した。

内容は、より多くの参加者の意見を把握するため、意見交換会
をワークショップ形式で行うように変更した。

また、両日とも、東日本大震災の被災者の方（宮城県女川町か
ら幸区に避難中）に体験談をお話頂いた。

地
区

開催日時 場所 参加者数

御
幸

平成２４年２月１４日
（火） 10:00～12:00

幸区役所5階第1会
議室

約70人

日
吉

平成２４年２月２３日
（木） 10:00～12:00

日吉合同庁舎２階
会議室

約90人

22
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（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○シンポジウムの実施（被災者の方による講演）

（御幸地区） （日吉地区）

「ぼうさい出前講座」と意見交換会（ワークショップ）の間の時間
を設定し、女川町からの被災者の方による震災体験談をお話頂
いた。時折ユーモアも交えながら、震災の壮絶さを訴える内容に
会場の参加者も聞き入っていた。

23

（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○シンポジウムの実施（ワークショップの実施①）

（開始前の打合せ風景：日吉地区） （ワークショップの様子：御幸地区）

意見交換会は、区民会議委員がテーブル別の司会となり、事務
局はサポートとして参加した。実施にあたっては事前に打合せを
行い、議論の誘導方法などを調整した。ワークショップは御幸地
区が４班、日吉地区が３班に分かれて実施した。

24
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（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○シンポジウムの実施（ワークショップの実施②）

（結果発表の様子：御幸地区） （結果発表の様子：日吉地区）

ワークショップでは、参加者のほぼ全員から細かく意見を把握
することができた。終了後は参加者全員が再度集まり、総括を
行った。総括では、テーブルごとに司会をした区民会議委員が各
班での意見をまとめて発表した。

25

（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○シンポジウムの実施（アンケートの実施結果）

シンポジウムでは、「日頃利用する交流の場」の利用状況と要
望についてのアンケートを実施した。
「交流の場」へのニーズとして、独居高齢者は、「共通の趣味中

心」「年齢に関係なく参加できる」場へのニーズが高くなっており、
地域や年齢を限定せずに参加できる場へのニーズが高い。

26
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（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○シンポジウムの実施（意見交換会からの主な知見）

○地域間交流
•大規模集合住宅で複数フロア単位で家族参加型座談会を実施
•緊急連絡網を作って管理組合で住民情報を把握
•町会同士が連携し合同運動会・敬老会を実施
○団体間の連携
・高齢者中心のクラブを作り、大会に出場し他団体との連携促進
・「自治会の中の老人クラブ」という位置付けを行う
・町内会・自治会、老人クラブ、母親クラブ、消防団などの関わり
を相互に機能させていく
○多世代交流の場づくり
・夢見ヶ崎・南河原公園のラジオ体操などは場所も広く地域や年
代を問わず参加できる

（「交流の場」における工夫事例）

27

（２）具体的な取組内容の検討

③高齢者を対象とした交流の場づくり

○シンポジウムの実施（意見交換会からの主な知見）

○実践可能な「見守り」の方法
•朝夕の洗濯物など、生活の状況が分かるものを気にかける
•大規模集合住宅は生活が見づらい、「元気サインの旗」「元気で
すマグネット」などの掲示をお願いする
○キーマンなどの活用
・民生委員だけでなく、「地域の商店街」なども地域の広く細かい
情報を有し、ネットワークが広い
・プライバシーに配慮し、キーマンを通じて独居高齢者等を把握
し、町内会・自治会、老人クラブ、ゆうあいチーム等と連携して参
加を呼び掛ける
○独居高齢者自身の心がけ
・日頃から地域のボランティア活動などに参加しておくことが重要

（「独居高齢者の見守り・コミュニケーション」における工夫事例）

28
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（２）具体的な取組内容の検討

２）継続テーマの具体的な検討

部会では、継続テーマに「夢見ヶ崎公園の魅力発信」
を選定し、特にソフト的な取組について検討してきた。

幸区では、アクセス
道の整備などのハー
ド面での計画「夢見ヶ
崎公園魅力発信実施
計画」を昨年3月末に
まとめている。

（夢見ヶ崎公園魅力発信実施計画）

29

（２）具体的な取組内容の検討

２）継続テーマの具体的な検討

取組の基本的な方向性については、概ね次のような
検討があった。

①基本的な方向性についての検討

•ソフト面での取組を進めるうえでは、利用者のニーズをしっかり
踏まえたうえで行うことが必要である。
•このため、ソフト面についての利用者のニーズを把握することが
必要であり、ニーズ把握そのものが意義のある取組と考えられる
。
•ニーズを把握するだけでなく、利用者が満足できる具体的なソフ
ト施策の実施が重要であることから、区民会議委員のネットワー
クを通じ、既存の取組と連携していくことを検討する。
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（２）具体的な取組内容の検討

２）継続テーマの具体的な検討

基本的な方向性を定めたあとで具体的な取組内容に
ついて検討を重ねた結果、次の２つの取組を行うことと
なった。

②具体的な取組内容の検討

取組項目 項目の具体的な内容

（１）利用者へ
のニーズ把握
（アンケート）

・夢見ヶ崎公園の利用者に対し、既存の取組への満足度・
認知度や、公園へのニーズを把握するアンケート調査を
実施。

（２）「夢こん
さぁと」との連

携

・幸区役所と区民のパートナーシップにより平成９年から実
施されている「夢こんさぁと」と連携し、夢見ヶ崎動物公園に
おいて屋外コンサートを実施（初夏を想定）
・実行委員である神谷委員を通じ、調整を開始。

31

（２）具体的な取組内容の検討

２）継続テーマの具体的な検討

③アンケートの実施（実施概要）

利用者のニーズ把握に関する取組として、夢見ヶ崎
公園で実施された「日吉まつり」において「利用者ニー
ズ調査（アンケート）」を実施した。

調査では、公園利用者の特性、現状の取組の認知
度・満足度、将来像（ニーズ）などを把握した。

アンケート実施日時 平成23年11月20日（日曜日）

アンケート対象
夢見ヶ崎公園の利用者

※一部、利用者以外に協力頂いた票あり

調査方法
区民会議委員等による利用者への聞き取り
（一部、利用者が直接記入）

有効回収数 101票

32
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33

将来のあり方については、「子どもを対象とした遊び
体験やイベント」のニーズが高く、「野外イベント」
がそれに次いで高くなっている。
このため、特に子どもが楽しめるような内容の野外イ

ベントの充実に大きなニーズがあると考えられる。

33.7%

33.7%

21.8%

21.8%

37.6%

47.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

１．ガイドや飼育体験などによる動物公園としての魅力発信

２．憩いの場（例：ベンチを増やすなど）

３．花や木などの自然

４．歴史ガイドやイベント

５．野外イベント（祭、音楽、大道芸など）の拠点化

６．こどもを対象とした遊び体験やイベント

（２）具体的な取組内容の検討

２）継続テーマの具体的な検討
③アンケートの実施（主な調査結果）

34

「月見」、「４０周年」などをテーマに、キャンドル作りなどを行
い、コンサートや夜の公園のよい雰囲気づくりを行うことを検討。

商店会や市民活動団体との連携を検討している。

（２）具体的な取組内容の検討

２）継続テーマの具体的な検討
④「夢こんさぁと」と連携したイベント

取り組み項目 項目の具体的な内容

実施時期 ・７～８月の実施を想定。時間は夕方以降

夢こんさぁとの
内容

・女性のポップ系アーティストがオリジナル曲を展開
・コンサートの時間は計40分程度

連携イベントの
内容

・手作りのキャンドルを実施し、「月見」を楽しむ
・キャンドル作成は事前に教室的なものを実施予定

他団体との連
携

・日吉商店街連合会、日吉の「わッ」など（検討中）

PR ・市政だよりなどで広報を展開



2012/3/29

18

（３）第３期区民会議からの提言

新規テーマ「高齢者のサポート体制と地域コミュニ
ティ」では、これまでの検討や取組を通じ、次の提言を行
う。

１）新規テーマの提言

提言

「高齢者など支援を必要とする方々のため、区民に
『地域交流の場』や『日常生活のサポート窓口』の
情報発信を進める」

35

（３）第３期区民会議からの提言

継続テーマ「夢見ヶ崎公園周辺の魅力発信」では、こ
れまでの検討や取組を通じ、次の提言を行う。

２）継続テーマの提言

提言

「夢見ヶ崎公園周辺が多世代交流の場となるよう、
子どもを中心としたイベントなどを継続的に実施す
る」
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